
古
代
に
於
け
る
君
主
崇
葬
の
意
義

第
十
七
巻
　
第
ご
號
　
　
ご
O
二

古
代
に
於
け
ろ
君
山
土
崇
拝
の
意
義

　
　
　
　
　
　
i
l
帝
紀
主
義
的
イ
デ
オ
窟
ギ
ー
と
し
て
ー
ー中
原
與
茂
九
郎

　
窟
主
崇
拝
は
入
潮
の
文
化
が
屡
々
逢
着
す
べ
き
最
も
興
味
あ
る
宗
激
的
政
治
的
民
族
心
理
現
象
の
一
で
蚕
豆
多
少
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

淺
の
2
4
こ
そ
あ
れ
、
世
界
の
東
西
諸
國
に
散
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
故
坂
口
漱
授
は
「
君
主
禁
男
」
の
研
究
論
文
の

初
頭
に
述
べ
ら
れ
、
古
代
東
方
時
代
は
さ
て
お
き
、
ク
ラ
シ
ン
ク
古
代
に
於
け
る
君
主
崇
拝
は
大
膿
に
於
て
千
古
の
偉

入
ア
レ
ク
ず
ン
ド
官
ス
大
王
に
創
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
既
に
萌
芽
す
る
所
が
あ
る
と
て
、
五
世
紀
末
ペ
ロ
ボ
ン

ネ
ソ
ス
役
の
絡
結
に
、
ス
パ
ル
タ
の
名
將
ヲ
サ
ン
ー
3
ロ
ス
が
ス
パ
ル
タ
及
び
そ
の
同
盟
を
代
表
し
て
、
全
樺
を
揮
ひ
、

ペ
ル
シ
ヤ
と
提
携
し
て
ア
テ
ネ
海
上
帝
國
を
打
破
し
、
小
亜
に
継
て
植
民
地
都
市
を
救
ひ
、
東
方
大
君
主
の
如
く
同
地

方
を
制
濾
し
た
時
、
サ
モ
ス
島
民
は
宛
然
一
個
の
紳
に
熟
す
る
が
如
く
、
ソ
サ
ン
ド
ロ
ス
の
爲
に
、
舞
壇
を
薫
り
、
犠

牲
を
奉
り
、
讃
碩
を
謳
ひ
、
從
來
の
へ
ー
ラ
祭
を
改
め
て
リ
サ
ン
ー
3
冒
ス
祭
に
化
し
だ
が
、
こ
の
風
は
他
の
都
市
に
も

一
機
に
行
は
れ
、
實
に
ギ
ヲ
シ
ヤ
に
於
け
る
生
存
偉
人
の
宗
激
的
崇
舞
の
噛
矢
と
な
っ
た
Q
而
し
て
こ
れ
は
ギ
ソ
シ
や

本
國
に
創
ら
す
し
て
、
植
民
地
側
に
始
っ
て
み
る
。
ア
レ
ク
ず
ン
ド
ロ
ス
以
前
の
糖
蜜
崇
舞
に
は
現
存
英
雄
に
封
ず
る

（44）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ポ
デ
オ
シ
ス

の
と
、
死
せ
る
有
力
者
に
画
す
る
と
の
二
種
の
別
は
あ
る
が
い
つ
れ
も
入
間
の
へ
一
p
ス
化
を
意
味
し
完
全
な
る
騨
化

で
な
く
、
且
つ
そ
の
流
行
範
園
も
比
較
的
狭
小
優
域
に
と
や
ま
っ
た
。
君
主
崇
拝
が
ヘ
ー
ロ
ス
化
よ
り
二
化
に
向
ひ
、

地
方
的
か
ら
世
界
的
流
布
に
移
る
は
民
族
心
理
上
容
易
な
る
順
序
で
あ
る
が
而
も
斯
か
る
大
展
開
の
動
機
は
主
と
し
て

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
最
大
開
拓
者
ア
レ
ク
テ
ン
ド
ロ
ス
の
大
個
性
に
か
、
つ
て
を
る
。
若
し
か
、
る
驚
歎
す
べ
き
入
物

の
出
現
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
野
生
崇
笄
は
後
昆
に
樹
し
て
荘
嚴
贋
大
な
る
意
義
に
於
け
る
制
度
と
は
な
ら
す
、
少
く
と

も
古
代
に
於
け
る
同
現
象
は
現
今
の
傳
來
と
は
相
異
b
た
る
纒
路
を
辿
っ
た
で
あ
ら
う
と
坂
口
皇
位
は
霜
主
鼠
舞
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

の
確
立
を
ア
レ
ク
ず
ン
ー
3
ロ
ス
と
い
ふ
一
個
性
の
偉
大
性
に
博
し
て
を
ら
れ
る
。
又
ア
レ
ク
サ
ソ
ド
写
ス
生
存
中
の
帥

化
崇
拝
に
關
し
て
、
ギ
ソ
シ
や
市
民
よ
h
・
の
海
楼
的
行
爲
と
な
す
母
家
（
国
0
9
身
畳
ε
、
或
は
大
王
自
ら
の
命
倉
と
解
す

る
史
家
（
囚
鋤
①
三
所
）
、
或
は
こ
れ
を
も
っ
て
軍
に
形
式
的
問
題
と
し
て
重
き
を
麗
か
ぬ
學
者
（
b
ゴ
①
δ
9
）
等
あ
る
に
謝
し
て

専
心
自
身
は
、
蓋
し
大
王
は
欝
ら
紳
化
の
希
望
を
ギ
リ
シ
ャ
本
墨
入
に
樹
し
て
抱
い
て
を
つ
た
が
公
然
何
等
の
命
倉
を

慰
し
な
か
っ
た
Q
而
も
そ
の
偉
大
な
る
人
絡
と
千
古
稀
観
の
功
業
と
は
お
の
つ
か
ら
宗
激
的
政
治
的
市
民
に
戚
動
を
輿

へ
、
彼
等
を
し
て
以
一
5
傳
心
的
に
紳
の
敬
命
を
大
王
に
表
せ
し
む
る
の
已
む
な
き
に
至
り
一
言
に
し
て
い
へ
ば
上
下
相

依
り
て
現
在
治
世
中
の
君
主
の
宗
病
的
崇
舞
て
ふ
制
度
を
創
立
し
だ
と
す
る
が
最
も
高
き
面
出
程
度
を
有
す
る
解
騨
で

　
め
あ
る
。
と
頃
。
ひ
q
霧
費
囚
ρ
①
韓
の
馬
添
の
折
衷
説
を
と
っ
て
を
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
大
王
の
紳
化
に
就
い
て
の
考

察
で
あ
っ
て
、
　
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
入
り
諸
君
主
の
第
二
世
に
當
る
時
期
邸
ち
高
峰
時
代
を
去
っ
て
太
宗
時
代
に
干
て

　
　
　
　
古
代
に
於
け
る
雪
主
点
葬
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ナ
七
谷
　
第
二
號
　
　
二
〇
諮

（a5）



　
　
　
　
古
代
に
於
け
る
震
主
崇
舞
の
意
嚢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

箪
＋
七
巷
第
二
號
　
二
〇
四

は
現
在
治
世
君
主
宿
ら
の
國
家
構
崇
舞
が
蓮
り
、
こ
れ
は
最
早
一
夕
が
或
紳
の
儒
侶
の
託
宣
に
依
顧
し
そ
の
認
可
を
求

め
る
の
で
は
な
く
瞥
ら
の
命
倉
を
も
つ
て
宮
身
及
王
妃
を
紳
化
し
、
膚
ら
現
つ
世
の
淋
と
し
て
聯
そ
の
も
の
に
高
め
ら

　
　
　
　
　
分

る
、
の
で
あ
る
。

　
坂
ロ
数
授
は
又
ロ
ー
マ
時
代
の
君
主
崇
拝
の
歌
況
及
そ
の
登
展
を
詳
述
さ
れ
た
後
、
君
主
崇
拝
の
超
源
と
し
て
は
先

づ
古
ギ
フ
シ
ヤ
の
卓
説
的
偉
人
帥
ち
へ
ー
ロ
ス
崇
舞
が
藩
吏
上
偉
人
の
死
後
に
於
け
る
崇
拝
と
な
り
、
更
に
轄
じ
て
生

存
中
の
有
力
者
崇
舞
に
化
し
た
も
の
で
。
そ
の
動
機
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
官
ス
又
は
ケ
ー
ザ
ル
の
如
き
千
古
稀
親
の
偉
人

並
に
彼
等
が
桑
畠
の
後
昆
に
及
ぼ
し
淀
傳
來
的
勢
力
に
謝
す
る
崇
敬
心
が
第
一
に
注
目
す
べ
き
有
力
動
機
で
、
プ
ラ
ト

↓
、
三
・
三
簑
雛
な
・
君
書
葎
を
超
越
し
た
轟
的
性
箏
附
置
ス
・
ア
派
が
君
主
の
専
働

制
無
限
を
唱
導
し
叉
プ
ラ
ト
；
ン
以
降
個
人
不
滅
の
信
仰
が
褒
臆
し
た
る
こ
と
が
崇
敬
心
に
有
力
な
哲
學
的
後
援
を
輿

　
　
　
5
3

へ
て
を
り
、
第
二
の
動
機
と
し
て
は
、
ヘ
レ
ニ
ス
チ
ソ
ク
時
代
の
特
殊
現
象
た
る
古
ギ
リ
シ
ャ
都
市
國
家
の
破
壊
に
件

つ
た
宗
敏
的
政
治
的
事
情
が
畢
げ
．
ら
れ
、
こ
の
事
情
と
は
菊
藻
家
の
生
命
で
あ
っ
た
古
脚
祇
に
封
ず
る
懐
疑
の
念
回
り

た
る
と
こ
れ
等
の
溶
血
に
代
る
べ
き
若
く
は
、
こ
れ
等
の
獲
現
と
見
ら
る
べ
き
現
實
界
の
有
力
者
を
衷
心
よ
り
要
望
す

る
入
民
の
半
数
心
、
痴
愚
家
の
事
総
計
破
綻
並
に
市
民
の
塗
立
心
の
錆
磨
に
俘
へ
る
政
治
的
要
協
－
強
國
と
和
親
同

盟
を
結
び
て
脅
ら
を
維
持
す
る
一
に
よ
り
市
國
家
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
下
生
又
は
ロ
ー
マ
國
家
の
代
表
者
を
紳
化
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

と
、
第
三
の
動
機
は
純
輝
の
東
方
風
の
影
響
で
あ
る
。
と
述
べ
て
を
ら
れ
る
。
以
上
は
坂
ロ
敏
授
の
君
主
崇
拝
の
漣
源



及
そ
の
意
義
に
就
い
て
の
見
解
で
あ
る
が
筆
藩
は
生
存
君
主
の
帥
化
及
そ
の
崇
拝
を
も
つ
て
、
當
該
君
主
の
命
令
強
請

に
よ
っ
て
成
立
し
た
制
度
で
、
そ
の
臣
民
の
旨
々
的
要
望
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
へ
る
。
し
か
し
征
服
被
征
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ラ
ア
ゲ

爾
民
族
の
別
な
く
、
　
一
切
古
代
人
の
問
に
共
蓮
に
蘇
る
、
特
殊
な
宗
激
意
識
が
君
主
黒
化
の
素
質
と
な
っ
た
こ
と
は
認

め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
君
主
騨
化
崇
拝
の
動
機
は
…
大
冊
主
が
そ
の
征
服
せ
る
諸
民
族
諸
堕
民
を
専
有
す
る
一
大
國

家
に
内
部
的
統
一
を
與
へ
ん
た
め
の
手
段
に
あ
っ
て
、
實
に
宗
敢
と
帝
國
統
一
政
治
と
を
結
び
つ
け
ん
と
す
る
重
大
な

政
治
的
動
機
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
故
に
制
度
化
さ
れ
た
潜
像
煙
塵
は
帝
國
主
義
國
家
の
大
潜
主
の
或
は
そ
の
周
團
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
エ
ル
ト
イ
ム
ペ
リ
ウ
ム

支
配
階
級
者
の
有
す
る
琶
界
統
治
意
識
と
古
代
人
特
有
な
幼
稚
に
し
て
し
か
も
熟
烈
な
宗
敢
意
識
と
が
結
曝
し
て
形
成

さ
れ
た
衙
の
墨
形
鶴
爽
帝
國
嚢
イ
デ
オ
￥
と
雑
誉
で
あ
ら
襲
撃
そ
の
需
を
行
は
ん
と
働

す
る
が
例
謹
を
古
代
東
方
國
家
、
主
と
し
て
雨
河
地
方
に
と
る
。
そ
れ
は
ヘ
レ
ン
ニ
ズ
ム
世
界
に
せ
よ
ロ
ー
マ
帝
國
に

せ
よ
そ
の
潜
主
崇
舞
は
古
代
東
方
の
そ
れ
と
同
じ
範
疇
に
属
し
て
み
る
と
考
へ
る
か
ら
で
あ
る
Q

（
－
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

坂
口
斑
、
世
界
吏
論
講

圃
　
　
　
　
轡

同
　
　
　
書

詞
　
　
　
書
．

同
　
　
　
　
書

圃
　
　
　
書

一
七
入
頁

一
弛
入
頁

一
八
三
頁

一
入
七
頁

一
九
入
一
九
頁

一
九
九
頁

古
代
に
於
け
る
舞
主
演
舞
の
意
義

P

第
十
七
巻
　
第
ご
號
　
　
二
〇
五



　
　
　
　
古
代
に
於
け
る
鷲
皿
‡
葱
郭
井
の
轟
橿
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ふ
一
・
七
巻
　

第
二
號
　
　
　
二
〇
山
ハ

　
（
7
）
同
　
　
　
書
　
　
　
同
　
　
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
チ
グ
リ
ス
、
ユ
ー
フ
ラ
ナ
ス
爾
河
地
方
に
於
け
る
諸
都
市
國
家
拉
立
駅
態
が
破
れ
て
全
等
都
市
國
家
を
征
服
統
一
し

て
、
こ
、
に
統
一
的
領
土
國
家
が
創
立
さ
れ
る
の
は
ず
ル
ゴ
ン
一
世
（
約
二
入
七
〇
B
・
C
・
）
に
よ
る
ア
ソ
カ
ー
ド
王
國

樹
立
に
よ
っ
て
や
あ
る
。
爾
…
河
地
方
に
於
け
る
都
市
里
家
の
書
生
は
西
紀
前
約
第
六
千
年
紀
の
中
葉
で
あ
っ
て
、
此
頃

ま
り
第
四
千
年
紀
に
か
け
て
、
爾
河
地
方
の
北
部
ア
ッ
カ
ー
1
3
地
方
に
は
王
朝
樹
立
順
に
禦
げ
れ
ば
、
キ
シ
ュ
囚
ロ
財
、

ア
タ
シ
ャ
ク
、
≧
・
節
高
、
ア
ガ
デ
痔
琶
・
（
臣
ア
ソ
カ
ー
ド
葬
ぎ
Q
）
、
南
方
シ
ュ
メ
ー
ル
地
方
に
は
ウ
ル
ク
d
算
、

ウ
ル
d
κ
、
ア
ダ
ブ
》
魚
ρ
げ
、
　
エ
リ
ド
ゥ
国
二
鳥
謂
、
ラ
ガ
シ
ュ
目
9
⑳
勲
ω
げ
、
ウ
ム
マ
d
、
ヨ
欝
ρ
、
ニ
ッ
プ
ー
ル
渚
凹
凸
窪
あ

り
、
こ
の
う
ち
ニ
ソ
プ
ー
ル
は
爾
河
地
方
の
宗
激
大
本
山
の
聖
地
（
圭
淋
エ
ン
ソ
ル
風
塵
μ
ε
に
し
て
、
王
朝
は
樹
立
さ

れ
て
る
な
い
。
此
外
中
部
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
に
マ
ヲ
羅
毘
、
チ
グ
ジ
ス
上
流
に
グ
チ
（
ウ
ム
）
Φ
亀
（
ニ
ヨ
）
、
東
方
エ
ラ
ム

地
方
に
ア
フ
ン
諺
有
雲
、
カ
マ
ヂ
¢
卜
占
N
一
等
の
諸
都
市
國
家
が
散
在
し
た
。
ア
ッ
カ
ー
ド
地
方
の
都
市
國
家
の
住
民

は
セ
ム
族
で
あ
り
、
シ
ュ
メ
ー
ル
地
方
の
そ
れ
は
シ
ュ
メ
ー
ル
人
¢
磯
丙
Φ
轟
詑
q
α
q
蚕
貯
§
憶
P
旺
鰹
腔
葺
ヨ
。
ユ
マ
ヲ

グ
チ
ウ
ム
の
市
民
は
い
つ
れ
も
非
セ
ム
入
で
あ
）
、
非
シ
ュ
メ
ー
ル
人
で
も
あ
っ
た
。
エ
ラ
ム
地
方
の
ア
フ
ソ
、
カ
マ

．
ヂ
の
王
朝
樹
立
者
は
シ
ュ
メ
ー
ル
人
で
あ
っ
た
Q
是
等
都
市
國
家
の
政
燈
は
現
存
文
獄
に
て
知
り
得
る
限
り
で
は
祭
政

一
致
の
紳
政
々
治
で
あ
り
、
國
樺
の
主
導
は
都
市
國
家
の
主
紳
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば
ア
ガ
デ
の
主
演
は
イ
シ
ュ
タ
ル
（
H

（48）



イ
ン
ニ
ン
一
こ
H
。
。
馨
9
び
冒
三
巳
、
ラ
ガ
シ
ュ
の
そ
れ
は
ニ
ン
ギ
ル
ス
裟
ぎ
ひ
Q
器
鎧
で
あ
っ
た
。
主
樫
の
行
司
者
は
バ
タ
シ

或
は
イ
テ
グ
窟
8
ψ
凶
」
鶏
ひ
q
と
幕
す
る
嘗
Φ
・
・
鼻
汐
④
か
或
は
ル
ガ
ル
欝
ひ
q
鉱
即
ち
「
偉
大
な
る
入
し
「
國
王
」
で
あ
っ
た
Q

彼
等
は
い
つ
れ
も
主
罐
の
主
食
た
る
主
紳
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
だ
そ
の
代
理
者
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば
ラ
ガ
シ
ェ
の
國
王

と
な
っ
た
ウ
ル
カ
ギ
ナ
は
そ
の
圓
錐
碑
文
中
に
、
「
エ
ン
ソ
ル
の
戦
士
ニ
ン
ギ
ル
ス
が
ウ
ル
カ
ギ
ナ
に
ラ
ガ
シ
ュ
の
王
位

を
與
へ
た
時
に
・
：
」
目
鳥
脅
客
珍
種
ぎ
の
仁
ひ
。
暮
口
吟
雛
－
田
高
㌣
ひ
q
④
d
．
撃
犀
㌣
ぴ
Q
学
謬
ゆ
黙
ρ
言
・
置
ぴ
q
巴
ピ
9
α
q
譲
舛
｝
Φ
毒
騨
あ
護
曄
－
ヨ
ρ
凶
…
O
o
一
・

＜
H
唱
O
l
O
O
ド
＜
H
一
H
渉
と
あ
る
O
．

　
是
等
自
給
自
足
の
膚
然
経
濟
状
態
に
あ
る
都
市
圏
磯
間
の
孚
圏
は
駅
亭
家
の
聯
弾
を
消
耗
さ
す
の
が
普
遮
で
あ
っ

た
。
し
か
し
謬
國
家
鼠
敗
聚
の
塗
す
・
公
私
の
財
蓼
略
嚢
し
姦
に
戦
敗
國
の
國
力
疲
警
掌
れ
ば
問
㈲

題
で
は
な
か
っ
た
。
戦
岡
及
虐
殺
に
よ
る
入
ロ
の
減
少
が
國
力
衰
退
の
最
大
原
因
で
あ
っ
た
Q
例
へ
ば
西
紀
前
三
千
年

履
ラ
ガ
シ
ュ
と
ウ
ム
マ
と
の
抗
爾
に
於
て
ウ
ム
マ
側
の
戦
死
虐
殺
で
う
け
た
人
口
減
は
三
萬
六
千
人
掛
こ
の
戦
ひ
の
戦

勝
者
ラ
ガ
シ
ュ
の
気
血
エ
ア
ン
ナ
ツ
ム
図
聾
舞
葺
ヨ
の
残
し
た
「
鷲
の
石
碑
」
ω
目
皿
Φ
o
隔
9
Φ
＜
巴
9
話
ω
に
幾
分
誇
張

的
で
は
あ
る
が
記
さ
れ
て
み
る
。
ウ
ム
マ
の
総
人
口
数
は
知
り
得
な
い
が
其
入
ロ
の
大
部
分
が
失
は
れ
た
こ
と
は
確
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊

で
あ
る
。
從
っ
て
ウ
ム
マ
が
戦
敗
の
重
傷
よ
り
恢
復
す
る
に
は
二
百
年
除
の
歳
月
を
要
し
て
み
る
7
。
ラ
ガ
シ
ュ
側
の
蒙

っ
た
人
当
の
損
害
も
多
大
で
あ
っ
た
。
エ
ァ
ン
ナ
ッ
ム
は
そ
の
戦
死
者
を
合
葬
し
た
里
塚
の
数
二
十
個
と
記
録
し
て
み

る
。
都
市
離
家
再
主
の
残
し
た
碑
文
に
よ
れ
ば
、
い
つ
れ
も
都
市
國
桜
狩
の
戦
ひ
に
於
て
戦
勝
國
軍
は
戦
敗
國
内
の
騨

　
　
　
　
古
代
に
於
け
る
君
主
崇
舞
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
ご
○
セ



　
　
　
　
古
代
に
於
け
る
貫
主
崇
揮
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
ご
○
入

費
宮
殿
私
人
の
邸
宅
等
を
略
奪
放
火
し
、
都
市
の
破
壊
を
行
っ
て
み
る
が
、
し
か
し
戦
勝
國
家
が
戦
敗
農
家
を
富
國
の

領
土
と
は
し
て
を
ら
な
い
。
こ
れ
は
何
を
意
昧
す
る
で
あ
ら
う
か
Q

　
膚
給
膚
足
の
霞
然
経
濟
に
立
脚
し
た
都
市
國
家
の
纒
濟
的
活
動
が
漸
く
登
黒
し
、
増
大
し
た
生
産
力
に
撮
す
る
多
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
資
源
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
き
從
來
戦
勝
並
家
は
戦
敗
評
家
よ
）
の
戦
利
品
の
獲
得
に
よ
っ
て
富
強
と
な
う
、
戦

敗
國
は
國
力
恢
復
に
多
年
の
歳
月
を
要
す
と
い
ふ
膚
給
自
足
的
都
市
國
家
の
封
立
關
係
が
止
揚
せ
ら
れ
、
生
産
原
料
の

供
給
地
生
産
品
の
販
路
と
し
て
領
土
鑛
寝
て
ふ
帝
國
主
義
政
策
が
探
引
せ
ら
れ
こ
、
に
統
一
隠
家
が
出
現
す
る
の
で
あ

る
。
し
か
る
に
爾
河
地
方
の
沖
積
築
原
に
は
多
量
の
農
産
物
家
畜
類
は
産
す
る
も
、
金
凝
、
石
材
、
寳
玉
、
木
材
の
如

董
萎
源
に
乏
か
っ
た
蓋
是
等
の
生
産
歯
茎
他
地
鄙
ち
東
部
地
轟
糞
小
謡
努
に
求
め
ら
れ
ね
ば
働

な
ら
な
か
つ
π
。
サ
ル
ゴ
ン
一
世
の
西
方
遽
征
と
い
ふ
帝
國
主
義
政
策
は
そ
の
累
世
を
こ
、
に
も
っ
て
る
る
。
銀
は
タ

ク
ル
ス
由
、
木
材
は
レ
バ
ノ
ン
山
、
イ
ブ
ラ
H
び
蜀
、
メ
ル
カ
窯
Φ
慶
び
犀
び
9
、
カ
ク
丙
冨
犀
g
、
銅
は
シ
ナ
イ
孚
島
、
キ
マ

シ
ュ
国
譲
霧
貫
U
9
目
器
。
屋
）
、
金
は
メ
ル
ヵ
、
カ
ク
、
大
理
石
は
チ
ダ
ヌ
同
難
き
餌
、
石
材
主
と
し
て
閃
緑
岩
は
マ
ガ
ン

潔
薦
窪
地
方
よ
り
爾
河
地
方
に
將
來
さ
れ
た
。

　
テ
ル
ゴ
ン
扁
世
に
よ
っ
て
統
り
王
國
が
創
立
さ
れ
、
滑
河
地
方
最
初
の
帝
國
主
義
國
家
が
建
設
さ
れ
る
の
で
あ
る
が

彼
と
同
時
代
の
競
争
者
ウ
ル
ク
國
王
ル
ガ
ル
ツ
ァ
ソ
ギ
シ
ド
轟
巴
鎚
ひ
Q
ひ
q
筐
（
O
の
　
b
り
Q
o
⑩
O
ゆ
●
○
．
）
も
膚
ら
「
ウ
ル
ク
の
國
王

湿
土
の
王
」
貯
ぴ
q
縁
q
雲
瞠
爾
殖
欝
貯
ひ
q
巴
犀
巴
魯
孚
白
9
と
悪
し
て
る
る
如
く
、
彼
は
始
め
ウ
ム
マ
の
君
主
と
し
て
ラ
ガ
シ
ュ



の
國
王
ウ
ル
カ
ギ
ナ
と
戦
ひ
之
を
滅
し
、
つ
や
い
て
ウ
ル
ク
占
領
後
は
都
を
こ
、
に
遷
し
更
に
聖
地
ニ
ソ
ブ
ー
ル
を
征

服
し
漸
次
其
領
土
を
籏
記
し
途
に
ぺ
川
シ
ャ
灘
地
方
に
及
び
、
シ
ュ
メ
ー
ル
地
方
（
南
部
バ
ゼ
Ψ
ニ
ァ
）
を
そ
の
支
配
下

に
畳
き
「
國
土
の
王
」
師
ち
シ
ュ
メ
ー
ル
の
王
と
な
り
、
帝
國
主
義
政
策
の
地
方
的
出
現
に
成
功
し
た
。

　
か
く
て
南
方
攻
略
に
成
功
し
た
ル
ガ
ル
ツ
ァ
少
量
シ
は
北
方
ア
ガ
デ
の
竜
王
テ
ル
ゴ
ン
一
世
（
約
二
上
七
〇
－
二
入

一
四
B
・
C
・
）
と
衝
突
せ
．
ね
ば
な
ら
な
か
つ
だ
。
牛
津
大
學
附
厨
博
物
館
ア
シ
ュ
モ
レ
ァ
ン
、
ミ
ュ
ぜ
ア
ム
所
藏
の

笛
宅
鉱
山
じ
こ
ぼ
a
⑦
目
O
o
濠
。
け
♂
昌
の
換
歌
泥
章
中
、
名
ー
ヒ
d
4
H
簿
G
。
噂
劇
瞳
の
記
號
の
つ
い
た
プ
ソ
ズ
ム
、
タ
ブ
ン
ッ
ト

は
洪
水
前
後
爾
期
に
亙
る
傳
説
的
歴
史
的
王
朝
表
及
び
年
代
録
を
記
銘
し
て
み
る
。
こ
れ
は
牛
津
大
毒
激
授
ラ
ン
グ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

ン
氏
が
登
見
登
表
せ
る
も
の
に
し
て
、
洪
水
前
期
の
傳
説
的
王
朝
及
び
洪
水
後
期
キ
シ
ュ
第
晶
王
朝
よ
リ
イ
シ
ン
王
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

ま
で
の
年
代
録
で
あ
っ
て
、
ニ
ソ
プ
ー
ル
壷
掘
の
所
謂
ニ
ソ
プ
ー
ル
年
代
録
と
共
に
初
期
シ
ュ
メ
ー
ル
、
ア
ッ
カ
ー
ド

更
の
骨
格
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
ア
シ
ュ
モ
レ
ァ
ン
、
ミ
ュ
ぜ
ア
ム
の
年
代
鎌
に
よ
れ
ば
、
　
。
。
ド
》
磧
㍗
傷
①
ω
げ
程
肖
〒

慰
∴
ρ
Q
。
b
。
㌦
エ
午
げ
？
鼠
昌
早
α
q
旅
戯
霞
Q
。
鈍
匿
振
午
撃
げ
d
掌
騨
H
デ
ぴ
溶
出
Q
。
♪
ε
α
q
鉱
跨
－
鴇
ム
Φ
（
．
．
｝
）
9
q
9
貯
掛
嶋
9
ム
⑦
（
犀
卿
）
も
。
ρ

§
き
量
＆
量
勲
。
・
⑦
二
薦
羅
一
寸
讐
包
ご
≠
薦
砲
ア
ガ
デ
に
て
・
シ
・
窯
ン
、
イ
ζ
二
・
園
丁
、
蓼
書
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ぼ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

バ
の
酌
取
り
、
、
幽
ア
ガ
デ
魚
燈
、
ア
ガ
デ
建
設
者
、
3
6
蔵
王
と
な
り
、
五
十
六
年
治
世
す
。

　
　
　
　
　
　
3

　
と
あ
ゑ
、
ア
ガ
デ
の
都
市
造
螢
者
に
し
て
國
王
だ
る
ウ
ル
イ
ル
バ
バ
の
侍
臣
シ
ャ
ル
キ
ン
・
イ
ル
．
バ
ニ
（
蓮
常
シ
ャ
ル

キ
ン
、
或
は
テ
ル
ゴ
ン
と
欝
せ
ら
る
。
）
の
前
身
は
園
丁
で
あ
っ
た
が
ウ
ル
イ
ル
バ
バ
の
臣
下
と
な
り
、
後
王
位
を
纂
奪

　
　
　
　
　
古
代
に
於
け
る
饗
主
票
拝
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
谷
　
第
二
號
　
　
二
〇
九

（5i）



　
　
　
　
古
代
に
於
け
る
君
主
崇
舞
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
第
二
號
　
　
二
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢

し
て
ア
ガ
デ
三
王
と
な
）
そ
の
治
世
五
十
六
年
に
及
ん
だ
。
ナ
ル
ゴ
ン
傳
説
に
よ
れ
ば
、
ず
ル
ゴ
ン
の
樽
は
ユ
ー
フ
ラ

テ
ス
河
岸
の
都
市
ア
ズ
ビ
ラ
ア
ヌ
曾
巷
闘
墨
讐
の
身
分
賎
し
き
住
民
で
あ
っ
て
、
彼
は
父
を
知
ら
す
、
叔
父
は
樵
夫
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
母
は
彼
を
産
む
や
直
に
薦
籠
を
作
り
、
彼
を
の
せ
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
の
流
に
二
見
し
た
。
農
夫
ア
キ

≧
家
が
下
流
に
て
彼
を
拾
ひ
、
肖
分
の
子
と
し
て
養
育
し
、
長
ず
る
に
及
ん
で
彼
の
園
丁
β
午
印
q
塗
童
舞
と
な
し
た
。

ア
ガ
デ
の
主
紳
イ
シ
ュ
タ
ル
が
園
丁
ず
ル
ゴ
ン
を
愛
し
、
女
紳
の
援
助
に
よ
っ
て
、
ア
ガ
デ
の
王
位
に
即
く
こ
と
が
出

來
た
と
あ
る
。
と
に
か
く
サ
ル
ゴ
ン
は
賎
夫
の
間
よ
り
身
を
起
し
、
ア
ガ
デ
の
君
位
に
師
い
た
傑
物
で
あ
っ
た
。

　
籾
北
方
ア
ガ
デ
の
國
王
と
な
っ
た
サ
ル
ゴ
ン
は
南
方
の
雄
ウ
ル
ク
國
王
ル
ガ
ル
ツ
ァ
ソ
ギ
シ
と
前
後
二
回
に
亙
っ
て

　
　
　
　
　
の

衝
突
し
て
み
る
。
第
二
回
の
會
戦
に
於
て
彼
は
ル
ガ
ル
ッ
ァ
ッ
ギ
シ
に
昧
方
す
る
五
十
名
の
イ
サ
グ
一
終
ひ
q
の
聯
滞
貸
と

決
戦
し
、
こ
れ
を
撃
破
し
、
二
十
五
年
間
南
方
シ
ト
メ
ー
ル
地
方
に
君
臨
し
た
ル
ガ
ル
ッ
ァ
ッ
ギ
シ
を
捕
虜
と
な
し
、

つ
、
や
い
て
南
下
「
ウ
ル
の
人
」
三
尊
㌧
．
．
∋
甲
量
と
一
戦
こ
れ
を
攻
略
し
、
更
に
束
に
轄
じ
て
ラ
ガ
シ
ュ
を
討
ち
、
ペ
ル

シ
ヤ
澱
に
て
そ
の
創
を
洗
ひ
、
　
ひ
q
旅
け
鼻
苧
巳
㍗
昏
占
9
－
障
斜
早
巨
N
、
最
後
に
二
百
年
の
歳
月
を
要
し
て
國
力
恢
復
し

た
ウ
ム
マ
を
降
し
て
完
全
に
シ
ェ
メ
ー
ル
地
方
を
ア
ッ
カ
ー
ド
（
ア
ガ
デ
）
の
支
配
下
に
置
い
た
。

　
次
に
彼
は
東
方
エ
ラ
ム
地
方
に
遠
征
の
軍
を
傘
ひ
、
　
切
㌶
接
玖
O
藁
蕎
切
巷
び
ρ
P
O
毒
物
凱
び
欝
ω
9
ぴ
斜
諺
毒
9
P

跨
霧
び
9
戸
等
の
都
市
を
征
服
し
た
。
彼
は
叉
治
世
の
三
年
に
西
方
選
征
を
企
て
、
ま
つ
中
部
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
の
マ
ソ

試
訳
を
降
し
、
西
…
進
ユ
ー
フ
ラ
プ
ス
の
西
岸
ヤ
ル
ム
チ
舜
吋
聲
邑
を
征
し
、
更
に
…
進
ん
で
タ
ウ
ル
ス
山
腹
の
イ
ブ
ラ

（50．　）



置
鉾
を
冷
し
、
か
く
て
「
杉
の
森
」
匠
鐙
⑦
薮
鼠
（
1
ー
レ
バ
ノ
ン
涛
）
「
銀
の
虫
」
鐙
富
冨
ω
覧
ぎ
（
u
タ
ゥ
〃
ス
撫
）
を
領
土

と
な
し
、
カ
バ
ド
キ
ァ
地
方
の
セ
ム
人
植
民
都
市
ガ
ネ
ス
Φ
窪
⑦
ω
の
植
民
の
要
靖
に
よ
う
、
ブ
ル
サ
ハ
ン
ダ
ゆ
舞
の
キ

酎
睾
量
の
國
王
ヌ
暫
ル
・
ダ
ガ
ン
合
鍵
ム
9
9
Q
9
。
ヨ
を
屈
服
さ
し
、
更
に
南
下
し
ア
ム
ル
》
日
づ
毎
地
方
（
ア
モ
リ
入
の
地

1
ー
シ
リ
ァ
・
メ
レ
ス
タ
イ
ン
地
方
）
を
征
服
し
て
西
方
全
土
を
そ
の
厩
領
と
し
た
。

　
か
く
て
サ
ル
ゴ
ン
の
帝
國
は
四
方
世
界
峯
り
登
什
舞
び
既
ヨ
即
ち
日
出
地
（
東
方
エ
ラ
ム
地
方
）
巨
彗
ω
搾
ω
鋤
山
蜂
よ
り

日
没
の
地
（
シ
リ
ア
・
バ
ン
ス
タ
イ
ン
）
諺
碧
①
み
び
ω
簿
日
暮
、
上
海
（
地
中
海
）
け
筋
α
ρ
ヨ
跳
q
ρ
ヨ
よ
り
下
海
（
ペ
ル
シ
ヤ

灘
）
け
臨
塗
否
諾
ぴ
凶
感
僧
露
ま
で
、
師
ち
北
西
ペ
ル
シ
ヤ
、
チ
グ
ソ
ス
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
流
域
、
小
亜
細
亜
、
東
部
地
中
海

沿
鑑
方
が
そ
の
醤
と
な
っ
た
。
莞
ゴ
ン
は
・
の
大
洋
圖
を
統
治
薯
に
あ
た
っ
て
、
「
＋
時
間
行
程
範
園
」
α
働

斎
日
9
二
藍
を
．
一
個
の
行
政
涯
と
な
し
、
そ
の
長
官
に
「
彼
の
宮
殿
の
子
等
」
事
理
①
⑦
犀
巴
午
睡
を
配
置
し
一
個
の
官
僚

政
治
に
よ
っ
て
世
界
の
民
に
灼
然
骨
無
し
た
。
二
白
塗
9
ヨ
麟
鯵
瓢
管
長
9
「
川
堰
ま
鉱
。
「
五
千
四
百
人
の
廷
臣
が
毎
日
彼
と

顧
所
に
食
事
し
た
」
鰹
O
O
N
鱒
9
篤
熱
ヨ
籏
賢
ヨ
ヨ
餌
α
帥
冨
5
ρ
菰
欝
語
涛
犀
鳥
鐸
と
彼
は
そ
の
宮
廷
生
活
の
肚
麗
な
楼
を
誇
つ

　
　
句

て
る
る
。
ず
ル
ゴ
ン
は
「
彼
の
像
（
複
数
）
を
西
方
に
建
て
た
」
。
。
巴
唐
毅
譲
二
嘗
9
①
み
ぴ
ω
ρ
ヨ
座
謀
N
↓
N
と
そ
の
年
代
録
に

記
し
て
み
る
が
、
彼
の
像
は
ニ
ッ
プ
ー
ル
等
の
爾
河
地
方
か
ら
も
獲
見
さ
れ
て
る
る
か
ら
像
建
立
は
西
部
地
方
に
の
み
．

な
さ
．
れ
π
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
が
ニ
ソ
ブ
ー
ル
の
エ
ン
ソ
ル
の
紳
殿
に
建
立
し
た
像
の
碑
文
に
は
次
の
如
き
文
が

　
　
　
　
　
り

記
さ
れ
て
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B

　
　
　
　
古
代
に
於
け
る
君
生
硬
葬
の
意
磯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
谷
　
第
二
號
　
　
二
一
一



古
代
に
於
け
る
君
主
運
筆
の
意
嚢

筥
即
馨
一
μ
“
ρ
藝
コ
ρ

囁
匂
ロ
9
一
魏
］
鶉
ヨ

の
郎
重
斜

鄭
一
ρ
一
げ
勉
み
庫

自
・
国
旨
晶
隣

砥
戸
鐸
ゴ
唇
ω
誤

瞬
－
ρ
1
げ
一
吋

犀
9
騨
ホ
5

犀
ム
似
墨
び
酵

鑓
簿
げ
5
目
一
占
砥

斜
国
ご
点
識

〆
訪
震
欝

誰
に
て
も

、
像
を

こ
の

動
か
す
も
の
は
（
？
）

エ
ン
ソ
ル
が

彼
の
名
を

無
に
す
べ
し
Q
（
？
）

彼
の
武
器
を

こ
は
す
べ
し
。

前
にエ

ン
ソ
ル
の

そ
れ
を
安
鐙
せ
う
Q

第
ナ
七
懇
　
策
二
號
　
　
二
一
二

覧

（54）

　
こ
れ
は
後
に
述
べ
る
ウ
ル
第
三
王
朝
の
グ
デ
ア
9
二
＄
の
像
の
碑
文
と
類
似
し
て
み
る
。
ず
ル
ゴ
ン
は
此
像
を
エ

ン
ソ
粥
紳
殿
に
安
遣
し
て
臣
民
に
禮
舞
さ
し
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
グ
デ
ァ
の
場
含
を
思
ひ
合
せ
て
疑
ふ
べ
く
も
な
い
。

し
か
も
ず
ル
ゴ
ン
の
孫
マ
ニ
シ
ュ
ツ
ス
窯
磐
謬
説
。
。
q
の
碑
文
に
は
ω
冨
讐
鼻
寧
難
「
シ
ヤ
ル
キ
，
ン
（
ナ
ル
ゴ
ン
）
は
我



が
紳
な
り
」
と
記
さ
れ
、
’
前
述
ア
シ
ュ
モ
レ
ア
ソ
・
、
ミ
ュ
ぜ
ア
ム
所
藏
の
シ
ュ
メ
ー
ル
・
ア
ッ
カ
ー
ド
王
朝
年
代
録
に
は

ω
｝
凱
鷲
鼻
ぼ
占
害
磐
幽
「
シ
ヤ
ル
キ
ン
は
輝
け
る
紳
な
り
。
」
と
録
さ
れ
て
み
る
こ
と
よ
り
推
察
し
て
も
ず
ル
ゴ
ン
が
生
存

中
」
既
に
棘
化
崇
舞
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
る
、
で
あ
ら
う
。
ず
ル
ゴ
ン
の
曾
孫
ナ
ラ
ム
・
シ
イ
ン
窯
ρ
冨
ヨ
あ
ぎ
は
生
存
中

「
ア
ッ
カ
ー
1
3
の
聯
」
量
舞
冨
聴
毛
騨
帥
と
し
て
臣
民
よ
り
崇
舞
さ
れ
て
る
る
。
彼
の
時
代
の
書
記
鳥
唇
鐙
肖
彰
の
印
章
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

次
の
如
き
句
が
彫
銘
さ
れ
て
み
る
。
H
㌧
，
、
渚
禦
冨
凶
ヨ
昌
．
、
ω
ヨ
ρ
萱
鋳
冨
鼠
ヨ
践
。
。
9
ω
欝
肇
琶
旗
砥
ム
㌣
0
9
巴
♪
2
冨
鍵
葺
μ

≦
9
触
ρ
無
－
犀
魯

・
1
、
ナ
ラ
ム
・
シ
イ
ン
、
2
、
ア
ッ
カ
ー
ド
の
　
脚
、
3
、
シ
ヤ
リ
シ
ユ
ダ
ガ
ル
、
4
、
書
記
、
5
、
r
汝
の
僕

　
ず
ル
ゴ
ン
前
期
帥
ち
都
市
民
家
戸
立
時
代
に
市
皇
家
君
主
が
軍
に
バ
テ
シ
℃
舞
Φ
珍
、
イ
ず
グ
δ
費
α
q
、
或
は
ル
ガ

ル
建
α
q
巴
と
翻
し
瀞
の
代
理
と
t
て
満
足
し
て
み
た
も
の
が
ず
ル
ゴ
ン
に
よ
る
ア
ッ
カ
濯
ド
帝
國
創
立
と
共
“
自
己
を

紳
と
し
て
人
民
に
崇
期
せ
し
め
だ
こ
と
は
軍
に
大
帝
國
園
主
の
虚
榮
と
考
へ
去
っ
て
よ
か
ら
う
か
。
筆
者
は
こ
れ
を
も

っ
て
、
言
語
風
俗
人
種
を
異
に
す
る
異
人
玉
江
民
族
を
抱
遷
し
た
ア
ソ
カ
ー
ド
君
主
が
帝
國
統
治
上
案
出
し
た
統
制
手

段
と
考
へ
た
い
。
被
征
服
民
族
と
は
い
へ
早
立
的
戚
情
の
濃
厚
な
古
代
諸
人
民
に
、
彼
等
の
長
き
複
雑
な
傳
統
を
有
す

る
主
都
に
代
ふ
る
に
、
征
服
國
家
ア
ソ
カ
ー
ド
の
底
豆
イ
シ
ュ
タ
ル
を
も
つ
て
臨
む
こ
と
は
被
征
服
民
の
宗
量
的
反
域

を
招
き
、
完
全
な
る
帝
國
統
一
政
治
が
鍋
ひ
さ
れ
る
は
見
易
き
理
で
あ
ら
う
。
よ
っ
て
ア
ン
カ
ー
1
3
世
界
帝
國
が
創
立

さ
れ
官
僚
政
治
が
完
備
せ
ら
る
、
、
や
サ
川
ゴ
ソ
は
帝
國
統
制
の
一
手
段
と
し
て
當
時
の
入
民
の
濃
厚
強
烈
な
宗
激
意
識

　
　
　
　
古
代
に
於
け
る
君
主
崇
郷
の
意
鵬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
二
ニ
ニ

（55）



　
　
　
　
古
代
に
於
け
ろ
需
墨
引
拝
の
慧
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
箪
十
七
巻
第
二
魏
　
一
こ
四

を
利
用
し
て
國
響
町
民
族
紳
を
超
越
し
た
椹
威
あ
り
偉
大
な
る
霜
主
帥
ち
膚
を
紳
化
し
、
留
鳥
紳
と
点
て
、
も
っ
て
異

民
族
よ
り
な
る
帝
國
臣
民
に
そ
の
崇
拝
を
命
博
し
た
で
あ
ら
う
。

　
こ
、
で
一
寸
シ
ュ
メ
ー
ル
・
ア
ソ
ヵ
ー
ド
時
代
の
宗
駿
思
想
に
就
い
て
；
臥
す
る
の
要
が
あ
ら
う
。
等
し
き
も
の
が
等

し
き
も
の
を
知
る
と
は
シ
ュ
メ
ー
ル
入
砂
メ
タ
フ
ィ
ジ
ク
の
出
登
黙
で
あ
っ
淀
。
人
間
の
不
幸
、
災
渦
、
苦
膿
悲
愁
欲

求
野
心
等
を
理
解
す
る
た
め
に
は
聯
は
人
間
と
同
性
質
を
も
つ
て
み
ね
ば
な
ち
ぬ
と
シ
ュ
メ
ー
ル
人
は
考
へ
た
。
爾
進

ん
で
人
間
を
理
解
し
、
こ
れ
に
同
情
す
る
た
め
に
は
紳
は
入
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
天
地
創
造
物
語
に
よ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

才
は
人
ひ
q
巴
嘗
で
あ
っ
た
。
エ
・
ン
ソ
ル
は
「
焦
々
の
凹
し
「
世
界
の
主
」
「
國
々
の
王
」
と
聡
せ
ら
れ
た
O
シ
ュ
メ
ー
ル
の
帥

は
人
間
の
如
く
話
し
、
飲
食
し
、
喜
怒
哀
摩
し
、
妻
妾
を
有
ち
子
女
を
産
ん
だ
Q
紳
々
の
王
な
る
エ
ン
ソ
ル
の
妃
紳
は

ニ
ン
ヲ
ル
皇
太
子
は
卵
＝
一
ブ
で
あ
り
、
エ
・
ク
ル
国
含
量
川
底
で
文
武
百
官
に
奉
仕
さ
れ
て
る
る
。
シ
ュ
メ
ー
ル
入
は

入
間
同
様
の
厩
性
、
機
能
制
度
を
紳
々
に
與
へ
て
る
る
。
紳
は
紳
爵
身
の
祇
會
を
形
成
し
て
み
る
。
而
し
て
こ
の
帥
の
就

會
は
人
間
肚
・
曾
の
反
影
で
あ
る
。
入
間
肚
會
が
芝
繋
で
あ
っ
て
紳
の
肚
會
は
そ
の
影
像
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
爾
…
河
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

に
於
け
る
最
古
の
天
地
創
造
物
語
の
一
に
し
て
エ
ソ
ズ
學
鑓
¢
起
源
を
考
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
天
地
創
造
物
語
に
よ
れ
ば

深
淵
9
び
巽
（
け
9
謹
9
）
の
う
ち
よ
り
先
づ
天
上
世
界
帥
ち
融
々
の
世
界
が
つ
く
ら
れ
、
次
に
地
上
の
現
實
世
界
が
創
ら

れ
て
み
る
Q
天
上
世
界
に
は
「
聖
所
の
王
」
紳
二
ぎ
引
切
ぎ
⑩
鉱
ム
亭
ざ
磯
ゐ
ρ
の
淋
殿
エ
サ
ギ
ラ
閃
あ
ρ
σ
q
蕾
の
聾
ゆ
る
エ
ソ

ズ
あ
り
バ
ビ
ロ
ン
あ
り
、
諸
天
紳
掛
舞
§
即
智
の
住
居
が
つ
く
ら
れ
、
チ
グ
ソ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
爾
河
が
流
れ
、
田
畑

（56）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
へ
　
さ

牧
場
沼
澤
あ
り
、
そ
こ
に
は
葦
、
重
る
で
の
木
、
牧
草
そ
の
他
一
切
の
草
木
が
繁
茂
し
、
牛
、
羊
、
両
羊
等
の
家
畜
が

ア
ル
ル
激
雷
鑓
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
入
間
と
共
に
生
活
し
て
み
る
。
此
天
上
世
界
は
全
く
地
上
世
界
の
姿
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
均

、
帥
の
肚
會
が
入
間
励
會
の
反
影
で
あ
る
こ
と
を
示
す
一
例
で
あ
る
。
し
か
し
跨
醇
Φ
自
酌
憎
Φ
鼠
器
の
如
く
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア

入
の
實
便
書
を
ギ
フ
シ
や
人
の
そ
れ
と
同
一
視
し
、
彼
等
は
現
實
世
界
を
も
つ
て
天
上
世
界
の
影
と
考
へ
た
と
な
す
も

の
も
あ
る
が
筆
者
は
む
し
ろ
そ
の
逆
と
考
へ
る
。
シ
『
メ
ー
ル
人
は
彼
自
身
に
似
せ
て
紳
を
創
造
し
た
の
で
あ
っ
た
。
、

エ
ン
ソ
ル
は
「
世
界
の
生
、
國
々
の
王
」
と
古
せ
ら
れ
て
る
る
Q
紳
は
王
で
あ
る
と
の
槻
念
は
既
に
シ
ュ
ー
ぞ
ア
ン
カ
t

ド
人
の
間
に
存
在
し
て
み
る
Q
地
上
の
覇
王
が
淋
と
な
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

　
大
征
服
者
ず
ル
ゴ
ン
が
彼
自
身
の
紳
化
崇
舞
を
帝
國
臣
民
に
命
じ
た
時
爾
河
地
方
に
於
て
は
何
等
の
障
害
を
う
け
す

に
臣
民
の
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
し
、
又
小
亜
細
亜
、
東
部
地
中
海
洛
岸
地
方
に
嘗
て
も
櫻
力
を
件
ふ
こ
の

制
度
は
う
け
入
れ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

　
サ
ア
ゴ
ソ
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
潜
主
崇
拝
の
制
度
は
ア
ッ
カ
ー
ド
帝
國
崩
壊
後
（
西
紀
前
約
二
七
〇
〇
年
￥
も
洗
行

し
、
数
世
紀
後
シ
ュ
メ
ー
ル
人
に
よ
る
ウ
ル
第
三
王
朝
（
二
四
七
〇
F
二
三
入
O
B
・
C
・
）
の
統
一
帝
國
君
主
に
よ
っ
て

盛
ん
に
行
は
れ
た
。
サ
ル
ゴ
ン
の
ア
ソ
カ
ー
ド
帝
國
は
ナ
ラ
ム
ジ
イ
ン
の
次
王
シ
ャ
ル
ガ
ソ
シ
ヤ
リ
聾
蚕
お
黙
ω
冨
艮
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

を
も
っ
て
滅
亡
し
、
璽
族
グ
チ
O
葉
理
冨
の
シ
ュ
メ
ー
ル
・
ア
ソ
カ
ー
ド
地
方
へ
の
侵
入
と
な
り
、
ラ
ガ
シ
ュ
に
は
ウ

ル
℃
バ
ウ
d
ヤ
b
d
斜
『
が
バ
テ
シ
と
な
っ
て
濁
立
國
家
を
創
り
、
ウ
ル
ク
で
は
ウ
ツ
ケ
ガ
ル
d
宮
牽
因
冨
σ
q
鉱
が
第
五
王
朝

　
　
　
　
月
代
に
於
け
ろ
謝
主
崇
舞
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
第
十
七
悠
　
第
ご
號
　
　
二
一
五

（　Jr7　）



　
　
　
　
古
代
に
於
翻
り
る
君
虫
繍
剛
舞
の
織
繍
義
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
翌
丁
・
七
巷
　
　
餓
ザ
ニ
號
　
　
　
二
一
山
ハ

（
二
五
二
〇
一
二
四
七
〇
H
・
C
・
）
を
創
立
し
て
み
る
。
又
ラ
ガ
シ
ュ
に
は
有
名
な
建
築
王
グ
デ
ア
O
毫
＄
（
二
四
五
〇

B
・
C
・
）
が
濫
干
し
て
み
る
。
グ
デ
ァ
は
建
築
土
木
事
業
に
非
凡
の
材
能
を
有
し
、
又
小
亜
、
東
部
地
中
海
洛
岸
地
方

に
勉
商
的
遠
征
を
試
み
て
を
る
Q
グ
ヂ
ァ
の
政
治
的
勢
力
は
ラ
ガ
シ
諏
以
外
の
シ
ュ
メ
ー
ル
地
方
に
も
及
ん
で
は
み
る

が
彼
の
政
治
的
事
業
は
そ
の
交
化
事
業
に
比
し
て
大
い
に
遜
色
あ
め
。
グ
デ
ァ
も
落
主
崇
拝
制
度
を
探
黙
し
そ
の
像
を

彫
饗
し
て
ニ
ン
ギ
ル
ス
の
宰
領
等
に
安
置
し
て
そ
の
臣
民
を
し
て
、
禮
拝
せ
し
め
て
み
る
。
ニ
ン
ギ
ル
ス
の
卿
殿
エ
ニ

シ
ヌ
国
占
置
暑
に
安
置
し
た
グ
デ
ァ
の
像
に
彫
銘
さ
れ
た
碑
文
に
次
の
如
き
交
が
あ
る
。

コ
家
の
嗣
子
な
き
時
は
娘
が
後
嗣
と
し
て
彼
の
（
グ
デ
ァ
）
像
の
前
に
來
り
、
そ
の
前
に
拝
座
す
べ
し
。
彼
の
像
は

録
蓬
髪
讐
轟
に
あ
ら
す
閃
緑
岩
に
て
作
ら
簸
婆
流
れ
の
響
髪
置
・
れ
懸
け
が
す
べ
か
⑱

　
ら
す
Q
汝
等
の
前
な
る
像
は
ニ
ン
ギ
膨
ス
及
び
ラ
ガ
シ
ュ
の
．
ハ
テ
シ
に
て
、
ニ
ン
ギ
ル
ス
の
三
殿
エ
ニ
ン
ヌ
の
造
螢

　
者
グ
デ
ア
の
像
な
り
。
不
入
に
て
も
、
エ
ニ
ン
ヌ
磁
器
よ
り
是
等
の
像
を
動
か
し
、
碑
文
を
破
損
す
る
も
の
は
、
何

　
人
に
て
も
新
年
初
頭
、
そ
の
棘
を
吾
王
二
一
ギ
ル
ス
に
代
へ
て
高
士
（
グ
デ
ァ
の
）
な
り
と
人
民
に
宣
言
し
、
吾
が
令
・

　
を
守
ら
ざ
る
も
の
は
…
…
…
（
ニ
ン
ギ
ル
ス
等
十
七
紳
名
を
暴
げ
）
の
誰
々
が
彼
の
運
命
を
脱
ふ
べ
し
。
雄
牛
の
如
く

　
彼
の
H
を
切
り
断
づ
べ
し
。
野
牛
の
如
く
、
彼
の
武
勇
を
虚
無
と
な
す
べ
し
。
」

こ
れ
は
○
＆
⑦
ρ
幹
9
貯
①
b
d
●
中
の
碑
文
の
或
部
分
の
鐸
で
あ
る
が
、
彼
の
像
に
し
て
こ
の
他
ニ
ン
ギ
シ
ュ
ヂ
グ
紳

（ω

ｨ
9
①
O
）
バ
ウ
紳
（
ω
鉾
両
）
ガ
ッ
ム
ギ
ゥ
グ
淋
（
ω
戸
司
）
等
の
紳
殿
に
安
鐙
さ
れ
た
も
の
が
タ
ロ
ー
（
ラ
ガ
シ
ェ
）
よ
り



將
來
「
ぎ
，
れ
て
今
日
巴
里
．
以
ー
ブ
ル
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
み
る
。
而
し
て
是
等
の
像
に
彫
銘
さ
れ
た
碑
文
は
長
短
の
差

こ
そ
あ
れ
、
形
式
内
容
は
大
同
小
異
で
あ
る
。
前
記
の
ず
ル
ゴ
ン
の
像
に
せ
よ
、
、
グ
デ
ァ
の
像
に
せ
よ
所
々
の
紳
殿
に

そ
の
祭
紳
の
像
と
馬
立
さ
れ
て
共
に
禮
拝
さ
れ
て
ゐ
π
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
あ
な
い
。

　
ウ
ル
第
三
王
朝
（
二
四
・
七
〇
i
蝋
ご
一
八
O
B
・
C
）
は
ウ
ル
・
ナ
ン
ム
q
学
乞
魯
ヨ
下
目
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
る
が
、
彼
及

そ
の
後
繊
細
に
よ
っ
て
籏
大
さ
れ
た
帝
領
は
爾
…
河
地
方
は
も
と
よ
り
東
方
エ
ラ
ム
、
西
北
方
は
小
亜
細
亜
の
東
部
、
シ

ソ
ァ
、
パ
レ
ス
タ
イ
ン
を
含
む
東
部
地
中
海
浴
岸
地
方
に
及
び
大
場
ア
ッ
カ
ー
単
軸
の
版
圖
と
伯
仲
し
淀
。
而
し
て
そ

の
帝
回
内
の
住
民
は
シ
ュ
メ
ー
ル
人
、
セ
ム
人
、
エ
ラ
ム
人
、
ヒ
ソ
タ
イ
ト
人
等
で
あ
っ
た
。
高
楼
ウ
ル
・
ナ
ン
ム
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埆

生
存
中
黒
化
猿
舞
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
帝
國
塁
壁
に
於
て
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
就
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。

　
し
か
し
第
二
代
ヅ
ン
ギ
U
¢
渥
ズ
怒
っ
愈
①
－
卜
。
。
。
⑩
。
。
φ
Ω
）
以
下
の
君
主
に
な
る
と
い
つ
れ
も
治
世
中
帥
號
を
と
）
、
一

－
例
へ
ば
伽
凶
、
。
・
亀
爵
5
学
島
繭
、
、
・
奄
一
剛
ω
凶
P
鳥
繭
、
、
瞬
．
罵
Q
ぎ
寧
伽
一
、
、
駁
一
目
ω
凶
ジ
穿
、
晩
繭
胃
管
㊦
島
瞥
、
瞬
覇
胃
憩
昌
－
領
内
各
地
の
帥
殿
に
そ
の
像
を
安
置
し
、

帝
國
臣
民
を
し
て
禮
拝
せ
し
め
て
み
る
Q
殊
に
ヅ
ン
ギ
は
そ
の
治
世
五
十
早
年
に
及
び
其
間
内
治
外
征
に
成
功
し
、
内

に
あ
っ
て
は
法
典
を
制
定
し
、
運
河
道
路
の
開
拓
等
土
木
工
事
を
起
し
、
官
僚
政
治
を
充
馴
し
て
上
述
重
版
圖
に
一
大

君
主
と
し
て
潜
遷
し
た
Q
爾
河
地
方
に
於
け
る
金
融
財
政
通
商
等
の
経
費
活
動
の
最
も
充
篭
工
聴
し
た
の
は
ウ
拷
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

王
朝
治
下
で
あ
っ
た
Q
薯
び
髭
面
と
繕
す
る
財
務
官
、
ヨ
一
目
ヨ
と
欝
す
る
税
務
官
に
よ
っ
て
帝
國
の
財
政
が
統
制
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
殉

ら
れ
、
費
讐
暑
き
ま
。
冨
と
繕
す
る
貿
易
兼
金
融
業
者
に
よ
っ
て
帝
國
の
金
融
及
商
業
が
翫
具
に
行
は
れ
た
。
叉
薦
9
斜

　
　
　
　
古
代
に
於
け
ろ
齎
主
崇
拝
の
恵
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
二
魏
　
　
二
一
七

（59）



　
　
　
　
　
古
代
に
於
け
る
暦
主
雌
蕊
の
慧
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
二
號
　
　
二
一
八

（
o
N
窟
）
と
総
す
る
勢
働
監
督
官
が
設
遣
せ
ら
れ
て
土
木
事
業
そ
の
他
生
産
に
從
愛
す
る
繍
切
勢
働
者
押
巴
の
監
督
を

　
　
　
　
功

行
っ
て
み
る
。
ウ
ル
第
三
王
朝
治
下
の
財
政
経
常
飲
態
を
知
る
資
料
は
多
藪
ニ
ソ
プ
ー
ル
及
び
其
近
郊
の
U
お
げ
0
3
よ

り
登
掘
さ
れ
て
る
る
。

　
ヅ
ン
ギ
は
領
内
各
地
に
浮
石
を
造
意
し
彼
の
像
を
安
置
し
、
新
月
望
月
の
爾
日
に
臣
民
を
し
て
供
物
を
供
へ
し
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功

叉
彼
を
祭
る
月
即
ち
ぎ
①
N
雲
島
お
マ
U
毒
ひ
q
凶
「
ヅ
ソ
ギ
祭
の
月
」
（
第
八
月
）
を
暦
法
の
う
ち
に
制
定
し
て
み
る
。
又

彼
の
臣
下
の
う
ち
に
は
黛
U
§
讐
む
餅
乱
「
ヅ
ン
ギ
は
創
造
者
な
b
」
と
か
b
毒
臨
－
轡
「
ヅ
ン
ギ
は
我
が
歪
な
b
」
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埆

U
巷
讐
φ
ぼ
「
ヅ
ン
ギ
は
わ
が
父
」
の
名
を
附
す
る
も
の
さ
へ
出
て
き
た
。
牛
津
大
學
ア
シ
ュ
モ
レ
ア
ン
・
ミ
ュ
ぜ
ア
ム
所

説
の
華
箋
の
饒
の
つ
い
た
ブ
ヲ
ズ
・
泥
章
は
ヅ
ン
ざ
響
轟
磐
於
け
・
難
用
震
で
あ
・
・
今
働

そ
の
一
部
分
を
課
出
す
れ
ば
、

　
9
り
押

　
好
〔
冨
き
毒
癖
象
6
己
－
一
等
欝
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
牢
紳
に
生
れ
し
英
雄
、
汝
、

　
ド
象
凝
議
U
薫
♀
腹
ヨ
①
ゐ
鐸
欝
み
〒
鼠
ム
争
①
葦
切
み
9
　
愚
な
る
哉
ヅ
ン
ギ
、
要
言
に
生
れ
し
勇
者
、
汝

　
　
ひ
q
霞
5
似
騨
巴
哨
聾
ヨ
①
ゐ
昌

　
μ
薦
喧
β
誌
該
午
⑩
紘
6
件
亭
量
ヨ
甲
窪
　
　
　
　
　
眼
光
輝
く
狛
、
大
弓
と
生
れ
し
汝
、

　
距
ε
ぴ
q
既
磐
桑
び
ム
9
＄
び
み
斜
げ
む
9
導
㊦
－
窪
　
　
　
　
　
四
方
世
界
の
王
、
汝
、



洲同μHHμHHト亀一P伊憶少伊1 ｺ即N押ρρμメρρ轟
由
α
ω
ま
ω
お
嬉
ぴ
q
西
9
一
昌
？
9

昆
麟
踏
器
涛
罎
慶
舞
塗
ヨ
①
あ
β

島
離
ヨ
g
学
ε
8
号
盛
ゑ
置
あ
麟
鋒
－
算
ヨ
ヨ
？
魯

誇
ひ
q
蝿
一
饗
早
量
9
？
ざ
晦
ゐ
胃
石
論
叢

ぎ
暴
ヨ
み
霧
－
冨
含
肉
嵩
占
一
占
勲
営
？
窪

画
壇
畔
∪
§
血
写
潟
α
．
蜜
巳
ま
ρ
B
？
魯

。・

h
箒
象
α
。
，
喝
勲
。
．
呂
葺
〒
冨
g
Φ
6
昌

讐
警
薦
。
・
餌
ヨ
毒
費
。
．
国
㌣
写
心
裏
讐
？
窪

冨
喰
鋒
閃
鉱
韻
ρ
。
・
署
碧
§
吋
ヨ
Φ
あ
⇔
、

薦
冨
ム
〒
簿
。
．
¢
葺
占
露
？
曾

量
α
Q
袴
。
毒
喧
響
出
℃
鐘
－
冨
。
．
目
挙
例
ヨ
？
Φ
爵

斜
慕
亨
β
毎
ρ
凸
9
犀
縁
－
①
傷
争
瓢
、
ヨ
①
巳
Φ
p

鍵
泳
5
舜
霞
げ
舞
霧
鐸
鄭
苧
一
節
犀
5
〒
鎗
㍗
鈴
口
露
？
Φ
昌

　
　
　
　
　
　
（

血［

Z
塊
　
O
血
郷
門
P
I
郎
騨
　
犀
9
“
響
①
　
一
く
一
尉
T
O
．
騨
　
讐
①
量
①
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

含
Ψ
鶏
村
晦
塾
鍔
。
．
察
費
欝
ヨ
雫
窪

　
　
古
代
に
於
け
ろ
譜
主
三
拝
の
意
趣

黒
頭
（
人
類
）
の
牧
者
、
飼
羊
者
，
汝
、

天
上
天
下
の
偉
人
、
汝
、

ニ
ン
ス
ソ
に
生
れ
し
汝
、

ア
ヌ
の
聖
心
も
て
選
ば
れ
た
る
汝
、

エ
ン
ソ
ル
の
運
命
兇
、
汝
、

聖
な
る
哉
ヅ
ン
ギ
、
ニ
ン
ソ
ル
の
寵
兇
、
汝
、

ニ
ン
ッ
ル
の
愛
撫
を
う
け
し
汝
、

エ
ァ
の
智
慧
を
う
け
し
汝
、

ナ
ン
ナ
ル
に
力
づ
け
ら
れ
し
汝
、

怒
號
の
狛
、
太
陽
の
熟
、
汝
、

聖
な
る
ヅ
ン
ギ
よ
、
選
ば
れ
だ
る
イ
シ
ュ
タ
ル
の
飾
、
汝
、

路
駐
る
螺
馬
よ
汝
、

族
路
行
く
馬
よ
汝
、

李
原
を
飛
狂
ふ
野
駒
よ
汝
、

ニ
ダ
バ
の
聖
な
る
富
者
よ
汝
、

　
　
　
　
　
　
轡
　
　
第
十
七
巷
　
第
二
號
　
　
二
皿
九
・

〈61）



　
　
　
古
代
に
於
け
る
齎
主
演
葬
の
意
義

通
O
　
P
餌
厳
一
瓢
撃
ψ
僧
q
喜
筥
q
魯
q
貯
ご
一
ρ
銭
ゴ
ー
κ
9
7
0
画
∴
β
β
l
q
一
調
ρ

　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
　
　
　
　
　
　
α
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賜
り
　
　
　
　
　
　
　
σ

bっ

ﾎ
讐
砥
み
自
等
ひ
q
簿
警
β
午
ヨ
鎧
占
学
創
亭
騨

トっ

ﾏ
Φ
昌
魯
マ
α
Q
学
¢
㍗
ぼ
け
即
ー
ヨ
ρ
ム
？
。
薩
斜
鋤

団
ω
”
巳
叩
ω
学
象
置
β
㍗
び
9
凶
ひ
q
磧
㌣
餅
ヨ

トっ

B
鐵
ぴ
q
ゐ
比
5
あ
露
占
㍗
び
？
欝
鄭
等
三
聖

ト9

ﾊ
Φ
巳
田
艮
ぴ
q
6
昏
β
戯
g
磯
磧
ρ
催
亘
一
に
㌣
び
魯
－
舜
哨
お
－
ひ
q
ρ

bっ

ﾏ
象
コ
讐
厭
U
毎
マ
笹
葺
甲
①
¢
冨
ひ
q
翫
押
巴
磧
9
ψ
9
σ
q
－
ぼ
あ
繍

　
　
伽
ヨ
①
馨
Φ
昌

　
　
・
　
　
●
　
　
・
　
　
●
　
　
●
　
　
．
　
　
．
　
　
・
　
　
・
　
　
■
　
　
O
　
　
●
　
　
．
　
　
●
　
　
■
　
　
・
　
　
．
　
　
O
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

　
　
　
　
　
　
纂
十
七
巷
、
第
二
號
　
　
二
ご
○

吾
武
、
吾
勇
の
如
、

智
を
も
我
に
如
し
た
ま
へ
、

彼
の
誠
言
も
て
我
正
し
く
導
か
れ
ん
、

正
義
我
愛
す
べ
し
。

悪
逆
汝
愛
せ
ざ
る
べ
し
。

暴
言
汝
畳
む
べ
し
。

聖
な
る
哉
ヅ
ン
ギ
、
東
下
全
て
に
勝
る
偉
大
な
る
王
、

汝

（62）

　
か
く
の
如
き
禮
拝
用
讃
頚
は
騨
殿
に
曾
て
聖
歌
信
ひ
q
鉱
9
が
㊦
携
Φ
ヨ
厳
ρ
僑
の
ふ
く
薦
笛
①
湊
①
謹
奏
や
太
鼓
び
巴
謎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珊

に
調
せ
て
淋
像
の
前
に
て
謳
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ヅ
ン
ギ
の
後
唖
者
ご
ご
舞
あ
幽
P
9
欝
㌣
ω
ヨ
”
冒
㊦
あ
ヨ
は
い
つ
れ
も
ヅ
ン
ギ
の
如
く
神
號
を
と
り
紳
殿
を
造
減
し
自
己

の
像
を
安
飽
し
臣
民
を
し
て
禮
拝
せ
し
め
て
み
る
。
し
か
る
に
ウ
ル
第
三
王
朝
も
イ
ネ
・
シ
イ
ン
の
頃
エ
ラ
ム
先
づ
叛

き
つ
、
や
い
て
ラ
ル
ず
目
母
＄
塗
立
を
宣
し
て
よ
り
國
内
諸
所
に
叛
観
績
登
も
、
さ
し
も
の
大
帝
國
も
崩
壌
の
非
運
に
遭

遇
し
た
Q
叛
観
者
の
一
人
に
ア
モ
フ
族
の
ω
二
筥
g
凶
び
詳
ヨ
な
る
も
の
は
バ
ビ
ロ
ン
に
糠
っ
て
國
王
と
沸
し
た
。
（
も
。
b
っ
α
O



φ
O
．
）
。
　
ス
み
ア
ブ
ム
の
六
代
の
孫
に
一
入
の
名
君
現
は
れ
憂
欝
地
方
を
三
度
統
一
し
て
バ
ゼ
ロ
ン
帝
國
を
確
立
し
た

こ
れ
有
名
な
ハ
ン
ム
ラ
ビ
葭
勲
8
ヨ
舞
勲
ぼ
（
b
り
一
b
り
G
Q
－
b
り
O
Q
o
O
　
ゆ
●
（
γ
）
で
あ
る
Q
ハ
ン
ム
ラ
ゼ
の
帝
國
も
大
騰
ア
ン
カ
L
ド

ク
ル
爾
帝
國
の
版
圖
と
伯
仲
し
、
そ
の
領
内
の
住
民
は
セ
ム
人
、
シ
ュ
メ
ー
ル
入
、
エ
ラ
ム
人
、
ヒ
ソ
タ
イ
ト
人
ミ
タ

ン
ニ
人
等
で
あ
っ
た
Q

　
蕎
約
聖
書
創
世
記
第
十
四
章
に
出
て
く
る
シ
ナ
ル
ω
財
団
霧
の
王
ア
ム
ラ
フ
ェ
ル
｝
ヨ
自
註
℃
げ
鉱
が
、
ハ
ン
ム
ラ
ゼ
な

り
や
否
や
に
就
い
て
は
議
論
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ハ
ン
ム
ラ
ビ
が
ア
ム
ラ
フ
ェ
ル
な
る
た
め
に
は
言
語
學
上

で
は
ハ
ン
ム
ラ
ぜ
の
名
が
顛
恥
§
ヨ
ξ
ぎ
達
鐸
「
ハ
ン
ム
ラ
ゼ
は
紳
な
b
」
と
な
れ
ば
ト
鳶
自
窮
魯
鉱
へ
の
縛
説
の
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

が
っ
く
ゆ
ハ
ン
ム
ラ
ビ
膚
身
が
類
斜
ヨ
ヨ
霞
菩
三
園
な
る
繕
號
を
つ
け
た
文
言
は
な
い
が
當
時
の
人
名
に
は
あ
っ
た
。
彼

は
そ
の
制
定
し
た
法
典
中
に
「
諸
王
の
紳
」
皆
簿
三
…
0
9
H
員
H
α
。
「
，
ハ
ゼ
官
ン
の
太
陽
紳
」
費
翁
察
諏
切
寒
暖
習
ご

O
Q
ゲ
〈
・
溶
一
9
之
膚
繕
し
て
み
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
が
唐
を
電
化
し
た
こ
と
は
判
る
。
シ
フ
ァ
、
．
ハ
レ
ス
タ
イ
ン
地

方
に
於
け
る
紳
と
し
て
の
ハ
ン
ム
ラ
ビ
崇
紳
の
跡
が
約
千
年
後
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
傳
説
の
う
ち
に
傳
へ
ら
れ
た
の
が
ア

ム
ラ
7
エ
ル
で
あ
ら
う
。

　
　
ハ
ン
ム
ラ
ビ
は
彼
の
像
を
作
ら
し
て
み
る
。
彼
の
年
代
記
治
世
十
五
年
の
條
に
は
「
七
個
の
彼
の
像
の
（
作
ら
れ
た
〉

年
」
．
ヨ
ρ
鉱
碧
－
ぼ
冨
署
長
ヨ
と
あ
り
、
ご
十
二
年
の
條
に
は
「
正
義
の
王
ハ
ン
ム
ラ
ビ
の
像
の
（
作
ら
れ
た
）
、
年
」
ヨ
瓢

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

絃
き
艇
9
凶
弓
擾
建
国
㍗
謹
言
庶
母
巳
ゆ
q
野
良
と
あ
る
。
彼
が
是
等
の
像
を
紳
殿
に
安
置
し
て
人
民
を
し
て
薩
拝
せ
し
め

　
　
　
　
　
目
代
に
於
け
ろ
霧
主
崇
拝
の
世
羅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
二
號
　
　
二
一
コ

（6つ



　
　
　
　
　
古
代
に
於
け
る
慰
主
崇
拝
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
轡
第
二
號
　
　
二
ご
二

淀
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
か
ら
う
。

　
以
上
棘
と
し
て
の
君
主
崇
拝
の
跡
を
西
方
亜
細
亜
に
三
度
帝
國
統
治
を
行
っ
た
大
君
生
、
サ
ル
ゴ
ン
、
ヅ
ン
ギ
、
ハ

　
ン
ム
ラ
ビ
の
三
大
君
主
に
よ
っ
て
辿
っ
て
き
た
。
エ
ヂ
プ
ト
に
於
て
は
そ
の
王
朝
の
國
王
は
始
め
よ
り
そ
の
王
室
の
氏

族
帥
フ
ァ
ル
コ
ン
・
ホ
ル
ス
頃
亀
8
⇒
鎖
自
蕊
の
地
上
に
於
け
る
生
け
る
像
郎
ち
地
上
の
国
王
で
あ
っ
た
が
エ
ヂ
プ
ト
王

國
の
鑛
大
と
と
も
に
、
フ
ァ
ラ
オ
崇
笄
は
そ
の
臣
民
π
る
ヌ
ビ
ア
入
、
ジ
ゼ
ァ
人
、
ア
ジ
ア
諸
人
民
の
間
に
強
請
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
回

る
こ
と
、
な
っ
た
Q

　
君
主
崇
拝
制
定
の
動
機
は
》
・
潔
○
δ
∬
9
U
奨
同
爾
氏
も
主
張
し
て
み
る
如
く
、
雨
河
地
方
の
國
王
が
根
本
的
に

無
關
係
で
あ
り
、
数
千
年
間
交
渉
な
か
り
し
諸
入
民
の
支
配
者
と
な
っ
た
時
民
族
脚
を
超
越
し
た
君
主
崇
拝
を
そ
の
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜀

・
民
の
聞
に
興
し
て
、
政
治
的
統
一
の
基
礎
と
し
て
二
面
的
統
一
を
達
成
せ
ん
と
欲
し
た
と
こ
ろ
に
あ
ら
う
。
ア
ソ
カ
ー

ド
の
ず
ル
ゴ
ン
も
ウ
ル
帝
國
の
ヅ
ン
ギ
も
バ
ゼ
買
ン
第
一
王
朝
の
ハ
ン
ム
ラ
ビ
も
エ
ヂ
ブ
ト
第
十
九
王
朝
の
ラ
ム
セ
ス

も
ペ
ル
シ
ヤ
帝
國
の
キ
ル
ス
も
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ア
レ
ク
ず
ン
ー
3
ロ
ス
も
二
又
ロ
ー
マ
の
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
も
彼
等
が
諸
民

族
の
上
に
君
臨
す
る
一
大
霜
主
と
な
っ
た
時
上
述
の
動
機
よ
り
し
て
畠
ら
「
帝
國
の
聯
し
と
な
っ
て
そ
の
臣
民
に
こ
れ
が

崇
拝
を
強
請
し
た
で
あ
ら
う
Q
か
く
て
大
看
主
と
そ
の
周
團
の
構
力
階
級
者
が
そ
の
時
代
の
丁
番
に
邸
し
て
制
定
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
エ
ル
レ
イ
ン
ペ
リ
ウ
ム

君
主
崇
拝
制
度
は
帝
國
主
義
的
イ
デ
ォ
官
ギ
ー
と
し
て
彼
等
自
身
及
そ
の
後
縫
者
に
と
っ
て
彼
等
の
世
界
統
治
に
ま
こ

と
に
好
都
合
な
三
山
蘭
政
治
統
制
の
武
器
と
な
っ
た
で
あ
ら
う
。
一
管
り
一
（
一
九
＝
＝
・
一
二
・
三
ご
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